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 「ＨＡＷＢ情報登録（輸入）（ＨＣＨ０１）」業務  又は「混載貨物確認情報登録（ＨＰＫ）」業務では 
 全量到着済でないＨＡＷＢ貨物が存在する場合、不突合情報を出力する。 
 現行ＮＡＣＣＳ更改前は、到着便単位にＨＣＨ０１業務、ＨＰＫ業務が実施されていたため到着便単位に 
 全量到着か否かを判定し不突合情報が出力されていた。 

貨物情報の登録 貨物の到着 貨物情報の登録（後続便） 貨物の到着（後続便） 

混
載
業 

保
税
蔵
置
場 

ＨＣＨ０１ 
ＨＡＷＢ情報登録 

（輸入） 

ＨＰＫ 
混載貨物確認 

情報登録 

１便目に対する 
不突合情報を出力 

ＨＣＨ０１ 
ＨＡＷＢ情報登録 

（輸入） 

ＨＰＫ 
混載貨物確認 

情報登録 

不突合情報 

不突合情報 

１便目の到着 ２便目の到着 

不突合情報 

不突合情報 

２便目に対する 
不突合情報を出力 

５次更改前 

１．現状の課題（１／３） 
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現行ＮＡＣＣＳ更改時に、ＨＣＨ０１業務は到着予定便に対して１回、ＨＰＫ業務については実到着便 
単位に実施となったため、便単位での全量到着済か否かの判断が出来なくなり、ＨＰＫ業務で入力された
ＭＡＷＢ配下の全量未着のＨＡＷＢが全て不突合情報に出力される動作となっている。 

１．現状の課題（２／３） 

貨物情報の登録 貨物の到着 貨物の到着（後続便） 

混
載
業 

保
税
蔵
置
場 

ＨＣＨ０１ 
ＨＡＷＢ情報登録

（輸入） 

ＨＰＫ 
混載貨物確認 

情報登録 

ＨＰＫ 
混載貨物確認 

情報登録 

不突合情報 

不突合情報 

不突合情報 

不突合情報 

ＨＰＫ業務で入力された 
ＭＡＷＢ配下の、全量到着済
でないＨＡＷＢ貨物を出力 到着予定便に対して 

１回のみ実施 

ＨＰＫ業務で入力された 
ＭＡＷＢ配下の、全量到着済
でないＨＡＷＢ貨物を出力 

１便目の到着 ２便目の到着 
５次更改後 
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例として、ＨＣＨ０１業務でＭＡＢ００１（スプリットする貨物）に対し、ＨＡＢ００１～００３が登録
された場合で、１便目ではＨＡＢ００１の一部（スプリット）、ＨＡＢ００２の全量が到着した場合に、
不突合情報ではスプリット貨物となるＨＡＢ００１、到着していないＨＡＢ００３も出力対象となってい
る。 

１．現状の課題（３／３） 

貨物情報の登録 貨物の到着 貨物の到着（後続便） 

混
載
業 

保
税
蔵
置
場 

ＨＡＢ ００２ 
 
 

ＨＡＢ ００１ 
ＨＡＢ ００２ 
ＨＡＢ ００３ ＨＡＷＢ番号 

HAB 001 100 

MAB 001 

NA0001 10OCT 便名 

ＭＡＷＢ 

総個数 

ＨＣＨ 

ＨＡＷＢ番号 

HAB 001 40 

MAB 001 

NA000２ １0OCT 便名 

ＭＡＷＢ 

到着個数 

ＨＰＫ 

ＨＡＷＢ番号 

HAB 001 60 

MAB 001 

NA000３ １0OCT 便名 

ＭＡＷＢ 

到着個数 

ＨＰＫ 

HAB 002 100 

HAB 003 100 

HAB 003 100 

HAB 002 99 

ＨＡＢ ００２ 
 
 

１便目の到着 

ＭＡＢ００１が 
スプリットで到着 
ＨＡＢ００１（一部） 
ＨＡＢ００２（全量） 
が到着したとする 

２便目の到着 

ＨＡＢ００１（残分）
ＨＡＢ００３（全量） 
が到着したため、 
不突合貨物のみが出力 
（問題ない挙動） 
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ＨＡＢ ００１ 
ＨＡＢ ００２ 
ＨＡＢ ００３ 

ＨＡＢ００１,００２,００３
共に、後続便が存在するか不
明であるため、 
スプリットするＨＡＢ００１ 
到着していないＨＡＢ００３ 
も出力される 
（改善したい点） 



貨物情報の登録 貨物の到着 貨物の到着（後続便） 

混
載
業 

保
税
蔵
置
場 

ＨＰＫ業務の共通部に「不突合情報出力表示（「△スペース」または「Ｙ」の入力を想定）」を追加する。 
①「△（スペース）」の場合はＭＡＷＢがスプリットフルである場合に限り全量到着済ではないＨＡＷＢ貨物を不突合 
 情報に出力する。 
②「Ｙ」が入力された場合はＭＡＷＢの状態に関わらず現状通り不突合情報を出力する。 
 なお、不突合情報に「Ｙ」が入力可能となるタイミングは、ＨＰＫ業務で「ＥＮＤ」入力するタイミングを想定する。 

２．対応案（１） 

ＨＡＢ ００２ 
 
 

ＨＡＷＢ番号 

HAB 001 100 

MAB 001 

NA0001 １0OCT 便名 

ＭＡＷＢ 

総個数 

ＨＣＨ 

HAWB番号 

HAB 001 40 

MAB 001 

NA000２ １0OCT 便名 

MAWB 

到着個数 

ＨＰＫ 

HAWB番号 

HAB 001 60 

MAB 001 

NA000３ １0OCT 便名 

MAWB 

到着個数 

ＨＰＫ 

HAB 002 100 

HAB 003 100 

HAB 003 100 

HAB 002 99 

ＨＡＢ ００２ 
 
 

１便目の到着 

ＭＡＢ００１が 
スプリットで到着 
ＨＡＢ００１（一部）
ＨＡＢ００２（全量） 
が到着したとする 

２便目の到着 

△ △ 

不突合情報出力表示が
「△」であるが、ＭＡＷＢ
がスプリットフル状態であ
るため、不突合情報を出力 
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不突合情報出力表示に
「Ｙ」が入力された場合の
み、不突合情報を出力 



貨物情報の登録 貨物の到着 貨物の到着（後続便） 

混
載
業 

保
税
蔵
置
場 

ＨＡＢ ００２ 
 
 

ＨＡＢ ００２ 
 
 

ＨＰＫ業務の欄部に「全量到着表示（ 「△（スペース）」または「Ｅ」の入力を想定）」を追加する。（新規項目） 
①「 △（スペース） 」の場合は、ＨＡＷＢはスプリット貨物と判断し、不突合情報の出力対象外とする。 
②「Ｅ」が入力されたＨＡＷＢは、全量到着済であるはずの情報と判断し、不突合情報の出力対象とする。 
なお、「Ｅ」が明示的に入力不可となる先行便で到着しないＨＡＷＢについては、「△（スペース）」と同様の挙動となる。 

ＨＡＷＢ番号 

HAB 001 100 

MAB 001 

NA0001 １0OCT 便名 

ＭＡＷＢ 

総個数 

ＨＣＨ 

ＨＡＷＢ番号 
HAB 001 40 

MAB 001 

NA000２ １0OCT 便名 

ＭＡＷＢ 

到着個数 

ＨＰＫ 

HAWB番号 

HAB 001 60 

MAB 001 

NA000３ １0OCT 便名 

MAWB 

到着個数 

ＨＰＫ 

HAB 002 100 

HAB 003 100 

HAB 003 100 

HAB 002 99 

ＨＡＢ ００２ 
 
 

１便目の到着 

ＭＡＢ００１が 
スプリットで到着 
ＨＡＢ００１（一部）
ＨＡＢ００２（全量） 
が到着したとする 

２便目の到着 

△ Ｅ 

ＨＡＢ００２について、
訂正がされていない場合、
２便目到着時も出力され
る 

Ｅ Ｅ 

ＨＡＢ ００２ 
 
 

ＨＡＢ００１は「△」が
入力されたため対象外 
ＨＡＢ００２は「Ｅ」が
入力されたため出力対象 
ＨＡＢ００３は明示的な
入力はないが、「△」同
等に対象外となる 

２．対応案（２） 
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 上記案による対応の是非に関して、改めて関係業界にヒアリングを実施した結果、以下の問題が生じるため、現行機能の継
続が妥当との結論が得られた。 
  
（１）は出力条件がスプリットフルとなった時点のため、全量到着するまで確認ができない。  
（２）はＨＡWＢ貨物がスプリットするか否かの判断が難しい。  
 
 したがって、第６次ＮＡＣＣＳにおいて、Discrepancy Noticeの出力条件の見直しは実施しないこととする。  
 

３．第６次ＮＡＣＣＳにおける対応 

対応案（１）（ＭＡＷＢのスプリットフルの状態を判断）における問題点 
 
① ＭＡＷＢがスプリットフルとなった時点で不突合情報が出力されるため、現状の不突合情報の出力と比べ出力タイミングが 
 遅くなる。（「不突合情報出力表示」欄が「スペース」だった場合） 
 
② ＡＣＨ業務の先行到着便の到着時に総個数の登録が実施されない場合など、ＭＡＷＢがスプリットとして登録されない場 
 合は、先行便に対するＨＰＫ業務時も現状通り不突合情報が出力される。 
 
③ ＨＰＫ業務実施後に訂正業務を実施する事によりＭＡＷＢ貨物がスプリットフルとなる場合、不突合情報の出力契機が無く 
 なり、不突合情報が出力されない。 

対応案（２）（ＨＡＷＢ単位に全量到着したかを判断）における問題点 
 
① 保税蔵置場は、ＨＡＷＢ貨物がスプリットするか否かを予め判断する必要がある。 
 
② 「Ｅ」が入力されない場合、不突合情報の出力契機がなくなり、出力されないＨＡＷＢ貨物が発生する可能性がある。 

第６次ＮＡＣＣＳにおける対応 
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